
　　
伸伸ノノ
ブブ

ささ
んん
のの
シシ
ネネ
ママ
トト
ーー
クク

鈴鈴
木木
　　
伸伸
夫夫

　
伸ノ
ブ

さ
ん
の
シ
ネ
マ
ト
ー
ク

鈴
木
　
伸
夫



第
五
十
六
回
「
ダ
ス
テ
ィ
は
イ
カ
が
？
」

　
前
回
、
今
は
亡
き
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
歌
手
「
ダ
ス
テ
ィ
・
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
」（
99
年
３

月
、
乳
ガ
ン
の
た
め
59
才
で
逝
去
）
の
話
が
急
に
出
て
来
た
の
で
驚
い
た
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

と
思
い
ま
す
。

　
彼
女
は
21
才
の
時
（
60
年
）、
兄
と
兄
の
友
人
の
三
人
で
、
フ
ォ
ー
ク
・
カ
ン
ト
リ
ー
系
の
グ
ル
ー

プ
「
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ズ
」
を
結
成
し
、
61
年
、
62
年
全
英
ト
ッ
プ
・
ボ
ー
カ
ル
グ
ル
ー
プ

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
が
63
年
解
散
。
24
才
の
ダ
ス
テ
ィ
は
ソ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
し
、「
二
人
だ
け
の

デ
ー
ト
」
を
全
英
、
そ
し
て
全
米
で
も
ヒ
ッ
ト
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
66
年
に
は
、
イ
タ
リ
ア
の
サ

ン
レ
モ
音
楽
祭
入
賞
曲
「
こ
の
胸
の
と
き
め
き
を
」
を
英
米
と
も
に
大
ヒ
ッ
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
の
ヒ
ッ
ト
曲
が
原
題
「
Ｉ
Ｆ
　
Ｙ
Ｏ
Ｕ
　
Ｇ
Ｏ
　
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｙ
」
邦
題
「
行
か
な
い
で

イ

カ

ナ

イ

デ

」

な
の
で
す
。
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「
イ
カ
！
ナ
イ
デ
」
と
言
わ
せ
た
「
ARアラ
さ
ん
」
も
、
言
っ
た
寿
司
屋
の
主
人

オ
ヤ
ジ

さ
ん
も
一
緒
に
な
っ

て
ぼ
く
を
だ
ま
し
て
い
た
と
わ
か
っ
た
の
は
、
数
日
た
っ
て
か
ら
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、「
AR
さ
ん
」は
Ｙ
Ｂ
Ｃ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
入
社
試
験
を
受
け
て
合
格
し
た
の
で
す
が
、

一
般
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
試
験
は
、
第
一
次
音
声
テ
ス
ト
、
第
二
次
音
声
テ
ス
ト
（
時
に
は
第
三
次

音
声
テ
ス
ト
も
あ
り
ま
す
）
そ
れ
か
ら
一
般
職
と
同
じ
筆
記
試
験
、
第
四
次
面
接
試
験
、
そ
し
て

第
五
次
は
健
康
診
断
と
、
第
五
次
ま
で
生
き
残
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
は
本
当
か
ど
う
か
本
人
に
聞
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
…
？

　
「
AR
さ
ん
」
は
得
意
の
話
術
で
、
試
験
が
終
わ
っ
た
当
日
の
夜
、
受
験
し
た
Ｙ
Ｂ
Ｃ
の
当
時
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
長
を
繁
華
街
へ
誘
い
、
自
分
を
採
用
し
な
け
れ
ば
、
会
社
の
損
失
に
な
る
と
切
々

と
語
り
、
あ
ま
り
に
も
素
直
に
「
AR
さ
ん
」
の
話
を
聞
く
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
長
に
「
私
は
あ
な
た
が

気
に
入
っ
た
。
私
は
あ
な
た
と
一
緒
に
働
き
た
い
。」
と
語
り
、「
私
を
採
用
す
れ
ば
会
社
も
損
は

し
な
い
。
こ
れ
で
、
来
年
の
新
人
ア
ナ
も
決
ま
っ
た
し
、
今
晩
大
い
に
飲
み
ま
し
ょ
う
！
」
と
言
っ
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た
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、「
AR
さ
ん
」
は
、
翌
年
Ｙ
Ｂ
Ｃ
に
採
用
さ
れ
、
人
気
ア
ナ
の
道
を

歩
む
の
で
し
た
。
つ
ま
り
、
会
社
の
規
程
に
な
い
第
六
次
の
面
接
を
、
自
分
で
こ
れ
か
ら
上
司
に

な
る
部
長
に
し
た
の
で
す
。

（
了
）

（
文
中
敬
称
略
）

伸
　

平
成
24
年
12
月
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